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新年のご挨拶

と
と
も
に
、
先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
ま

し
た
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
垂
井
町
が
一

層
に
ぎ
わ
い
、
皆
様
に
と
っ
て
「
幸
福

度
の
高
い
ま
ち
」
、
皆
様
に
「
選
ば
れ

る
ま
ち
」
で
あ
り
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、

ま
た
、
本
年
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

実
り
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
　

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の

皆
様
が
よ
り
安
全
で
安
心
に
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
、
行
政
と
積
極
的
に
議
論
を
深
め
、

議
事
機
関
と
し
て
の
責
務
を
全
う
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

皆
様
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
な
議
会
と

な
り
ま
す
よ
う
、
議
会
の
活
性
化
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

本
町
の
町
政
施
行
か
ら
70
周
年
の
節
目

と
し
て
記
念
式
典
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
先
人
へ
の
感
謝
と
、
今
後
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
加
え
て
、
町
内
各
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
、
伝
統
的
な
祭
や
趣
向
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
昨

年
は
人
と
人
と
の
関
わ
り
や
、
文
化
や

歴
史
を
未
来
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
１
年

で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
「
乙
巳
」
、
い
わ
ゆ
る
「
へ

び
」
年
で
あ
り
ま
す
。
「
積
み
重
ね
て

き
た
努
力
が
実
を
結
ぶ
、
さ
ら
な
る
成

長
や
発
展
の
年
」
と
も
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
各
種
施
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す

垂
井
町
議
会
議
長

　
　
　若
山

　隆
史

ル
の
数
や
結
果
だ
け
で
な
く
、
選
手
た

ち
の
力
強
い
プ
レ
ー
が
、
私
達
に
元
気

や
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
１
年
で
も

あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
　

 

一
方
、
垂
井
町
で
は
、
半
兵
衛
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
の
開
通
、
ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ザ

垂
井
、
コ
ネ
ク
ト
ベ
ー
ス
垂
井
の
開
業
、

栗
原
ほ
場
整
備
完
成
整
地
碑
除
幕
と

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式
典
が
４
つ
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
巳
年
「
成
長
や
変
革
、
再

生
」
の
年
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
新
た
な
多
く
の
事
業
が
全
世
代

の
町
民
の
幸
せ
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
っ

て
お
り
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
元
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た

能
登
半
島
地
震
か
ら
は
じ
ま
り
、
各
地

で
の
地
震
に
よ
る
被
害
や
南
海
ト
ラ
フ

地
震
　
臨
時
情
報
の
発
表
、
台
風
や
そ

れ
に
伴
う
豪
雨
な
ど
、
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
多
く
感
じ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
岸
田
内
閣
解
散
総
選
挙
、
少
数

与
党
石
破
総
理
誕
生
な
ど
、
辰
年
は

「
変
革
・
激
動
」
の
年
そ
の
も
の
で
し

た
。

　
も
ち
ろ
ん
良
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

日
本
が
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
14
も
の
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大

リ
ー
グ 
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平
選
手

が
、
史
上
初
の
1
シ
ー
ズ
ン
50
本
塁
打

50
盗
塁
を
達
成
し
た
活
躍
は
、
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
メ
ダ

垂
井
町
議
会
副
議
長

　
　
　広
瀬

　隆
博

2たるい議会だより2025.２

　平成12年７月１日から県内19市町と証明書の交付等に係る事務について事
務委託の規約及び協議書を締結し、居住地以外の市町でも住民票の写しや税証
明書等の各種証明書の交付を可能とする広域行政発行サービスがこれまで展開
されてきました。しかし、昨今のマイナンバーカードを活用したコンビニエン
スストアでの各種証明書発行や戸籍証明書の広域化により、全国においてそれ
らの交付が可能となり、広域行政発行実績が減少している状況でした。
　こういった背景から「相互発行事務委託」を廃止することが構成市町間で決
定されたことから、議会において事務委託の廃止に関する協議について審議
し、可決しました。

●委託を廃止する市町
　　岐阜市、大垣市、羽島市、各務原市、山県市、瑞穂市、本巣市、
　　海津市、岐南町、笠松町、養老町、関ケ原町、神戸町、輪之内町、
　　安八町、揖斐川町、大野町、池田町、北方町

●施行日
　　令和７年４月１日

証明書の交付等に関する事務の相互委託の廃止に関する協議について

広域行政発行サービスを廃止

 毎年、８月第１日曜日に垂井町統一自然環境
美化デーとして清掃作業を実施していますが、
近年の猛暑により熱中症が危惧される中での清
掃作業の実施について、見直しを要望する声や
意見が多くありました。
　そのため、今後も美化活動を継続して実施で
きるよう、実施日については規則で定めること

と改めることで、柔軟な
対応が可能となるよう、
当該条例の一部改正につ
いて議会において審議し、
可決しました。

　小中学校教師用教科書、指導書及び指導用教材
の取得について、本来であれば議決された後、契
約締結するところ、議決を経ずに契約締結されて
いたことが判明したため、議会において当該取得
について審議し、追認で可決しました。

垂井町ポイ捨て等防止条例の一部改正
について

環境美化デーの実施日
を見直し

小中学校教師用教科書、指導書及び
指導用教材の取得について

教師用教材等の取得に
ついて追認議決

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
10
日
間

で
開
か
れ
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
契
約
案
件
の
追
認
な
ど
、

町
長
提
出
議
案
20
件
を
審
議
・
議
決
し
ま
し
た
。

第５回
定例会
第５回
定例会

3 たるい議会だより 2025.２
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　令和６年度一般会計補正予算が会期中に３件（うち専決１件）上程・審議されました。歳出予算の主な内容は、
以下のとおりです。

令和６年度垂井町一般会計補正予算
　２億1,275万２千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額 106億5,369万８千円 になりました

審議議案と議員の賛否については、13ページをご覧ください。

　移住者及び定住者への住宅新築等にかかる補助金の申請者数が見込みよ
り増加したことから、移住定住促進住宅取得費補助金等に要する費用を追
加しました。

●移住定住促進住宅支援事業　510万円を増額

※町内に移住または居住する人で住宅を新築、購入された場合に20
万円を補助。町内に移住する人で住宅をリフォームされた場合に
工事費用の20%を補助。上限20万円

　路側改良工事１事業及び道路改良工事に係る土地購入、河川整備工事１
事業、排水路整備事業等補助金に要する経費を追加しました。

●道路新設改良・河川維持事業　5,330万円を増額

　国登録文化財である南宮大社斎館の照明をＬＥＤに改修するにあたり補
助金申請があったことから、補助事業に要する経費を追加しました。

●文化財保存修理事業補助金　200万円を増額

※文化財の所有者、その管理責任者その他の者が行う文化財の保存、
修理及び管理に関する事業に要する経費の５分の２以内の額を補助。
　上限額400万円

　子どもたちに楽器の購入をするための寄附をいただいたことから、中学
校の部活動の地域移行も見据え、楽器購入に要する経費を追加しました。

●吹奏楽用備品購入費　500万円を増額

　台風10号の被害を受けた農業用施設及び土木施設の災害復旧を行うた
め、復旧工事に要する経費を追加しました。

・宮代地内農業用施設災害復旧工事　　
・大石川災害復旧工事　　　　　　　

●台風10号による災害復旧費　1,899万８千円を増額

599万９千円
1,299万９千円

4たるい議会だより2025.２

文教厚生委員会

総務産業建設委員会

　平成22年度から筆甫まちづくりセンターの指定管理が行われ、地域
住民自らが住み慣れた地域で安全・安心に自分らしく暮らすことがで
きる地域社会の構築を目指し事業を開始。

丸森町（宮城県）
　テーマ：住民主体のまちづくりについて

　旧富谷町役場庁舎を前面的に改修し、市内で企業・創業を目指す若
者、女性、シルバー世代など多様な世代が集う起業支援等の拠点施設
として、平成30年７月に開館。

富谷市（宮城県）
　テーマ：富谷市まちづくり産業交流プラザ(ＴＯＭＩ＋)について

　津波被害の教訓を発信・継承し、将来起こりうる津波による犠牲を
少しでも減らすため、被災した荒浜小学校の校舎を震災遺構として整
備し、平成29年４月から一般公開。

仙台市（宮城県）
　テーマ：震災復興の取り組みについて

11月６日～８日

　図書館、ホールなどの貸出施設、子育て世代支援施設、観光情報発
信施設など、多様な機能を併せ持った複合施設として令和４年12月に
開館。

香取市（千葉県）
　テーマ：みんなの賑わい交流拠点「コンパス」について

　可燃ごみ焼却施設の老朽化に伴い近隣市との広域処理を決定され、
市外の新施設での処理が予定されているなか、市内で収集したごみを
効率的に市外に運び出すための施設として、令和２年９月に建設。

鴨川市（千葉県）
　テーマ：中継ごみ処理施設クリーンステーション鴨川について

　子どもから高齢者までの多世代が、生涯にわたり安心して活躍でき
る事業が進められており、令和４年４月に大型商業施設内に多世代交
流施設「おひさまテラス」を開設。

旭市（千葉県）
　テーマ：生涯活躍のまち・みらいあさひ形成事業について

10月９日～11日

5 たるい議会だより 2025.２

常 任 委 員 会 行 政 視 察
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　学校教材備品等の現状をどのように把
握されているか。
　来年度予算を編成するにあたり、各小
中学校からの要望等を踏まえ現地確認を
行っており、予算の範囲内で計画的な更
新に努めている。

Ｑ.

Ａ.

学校教材備品の現状

　土曜日を休館日にする理由は。
　４月１日～５月31日、10月１日～翌
３月31日において土曜日の利用実績が
なかったため、土曜日の休館について検
討してきた。今後、規則の変更等の手続
きを行い、令和７年４月１日から施行し
たいと考えている。

Ｑ.
Ａ.

町老人福祉センターの休館日

　マイナンバーカードの電子証明書を更
新するための周知方法は。
　電子証明書の有効期限は５年であるた
め、有効期限の３カ月前に更新の案内が
通知される。更新が必要なことなどにつ
いては、引き続き分かりやすく広報して
いく。

Ｑ.

Ａ.

マイナンバーカードの電子証明書

　公有地化完了後、建物等を整備される
のか。
　平成30年に策定した史跡美濃国府跡
整備計画では建物の整備は予定していな
いが、公有地化完了後、整備計画の見直
しを含め検討したい。

Ｑ.

Ａ.

美濃国府跡公有地化事業

　保育士の配置基準が、どのように見直
されたのか。
　保育士１人が担当する子どもの数が
４・５歳児は30人から25人に、３歳児
は20人から15人に変更された。来年度
以降は、１歳児についても６人から５人
に見直すという国の方針が示されている。

Ｑ.

Ａ.

保育士の配置基準

　町内でのＰＦＡＳの検出状況は
　町内４カ所の水源地でＰＦＯＳ及びＰ
ＦＯＡの水質検査を行ったところ、栗原
水源地で検出されたものの、国の基準値
内であった。検査結果については、町
ホームページで公表している。

Ｑ.
Ａ.

有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）

○令和７年度学級編成（見込み）
○菩提山城跡総合調査事業
○令和７年度こども園入所受付状況
○垂井町水道事業基本計画策定・経営戦略策定業務　　など

○東小学校長寿命化改修工事
○けやきの家改修工事
○クリーンセンターのあり方

その他の協議・報告事項

文教厚生委員会
　文教厚生委員会では、健康福祉課、子育て推進課、
住民課、上下水道課、学校教育課及び生涯学習課の
担当事業に関する内容について調査研究を行ってい
ます。

委員長　藤墳　理

12月５日開
催
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　新たに設置する電気自動車用急速充電
器の利用開始日は。
　12月13日から利用開始予定で、多く
の方に利用してもらえるよう24時間利
用可能である。また、従前の機器より充
電能力が高い設備を設置する。

Ｑ.

Ａ.

庁舎急速充電設備

　梅谷地区工場用地地質調査業務の内容
は。
　敷地内の地質や地盤を把握するため
ボーリング調査を５カ所予定している。
調査結果により地盤改良の必要性を確認
し、造成方法に反映させたい。

Ｑ.

Ａ.

梅谷地区工場用地開発事業

　使用料を見直すにあたり町民の方への
周知方法は。
　現在施設を使用している方をはじめ、
町民の方から理解をいただく必要がある
と認識している。今後、基本方針（案）に
ついて詳細を詰め、町民の方に説明した
いと考えている。

Ｑ.

Ａ.

使用料の見直し

　今後の消防団のあり方についての考え
は。
　消防団員ワークショップを開催し、課
題や改善策について貴重な意見をいただ
いた。今後、いただいた意見を参考にし
ながら、あり方検討委員会で議論を深め
ていく。

Ｑ.

Ａ.

今後の消防団のあり方
　商業施設の進出により県道養老垂井線
の混雑が予想されるが、拡幅などの予定
はないか。
　毎年、県に要望し現地確認も行ってい
ただいているが、現時点で拡幅等の予定
はない。今後の状況を確認し、検討する。

Ｑ.

Ａ.

県道養老垂井線の整備

　台風10号による農業用施設（排水
路）の災害復旧工事は、年度内に完了す
るか。
　流出した土砂により排水路が埋まって
おり、今後土砂の搬出を行う予定である。
年度内の完了を予定している。

Ｑ.

Ａ.

農業用施設災害復旧工事

○人事院勧告に伴う条例改正及び補正予算
○ふるさと納税に係るＶＴｕｂｅｒの活用
○コネクトベース垂井の運営状況
○朝倉運動公園パークマネジメント事業の進捗

○垂井町まちづくりセンターの運営
○令和６年分所得税確定申告等の受付
○町道宮代121号線の見通し
○都市計画事業の進捗状況　　など

その他の協議・報告事項

総務産業建設委員会
　総務産業建設委員会では、総務課、企画調整課、
税務課、建設課、都市計画課、産業課、会計課、選
挙管理委員会、監査委員及び農業委員会の担当事業
に関する内容について調査研究を行っています。

委員長　中村　ひとみ

12月６日開
催

7 たるい議会だより 2025.２
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路）の災害復旧工事は、年度内に完了す
るか。
　流出した土砂により排水路が埋まって
おり、今後土砂の搬出を行う予定である。
年度内の完了を予定している。
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催
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町
の
考
え
を
問
う
問
う

　
一
般
質
問
の
様
子
を
よ
り
多

く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
動
画
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町

長
ほ
か
執
行
部
に
対
し
て
、
町

政
全
般
に
わ
た
り
質
問
・
要
望

を
述
べ
る
こ
と
を
い
い
、
各
定

例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
８
人
の

議
員
が
登
壇
し
町
政
課
題
へ
の

提
言
や
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。▲運用方針は

　こちらから

議員名

藤墳　理

① 若者層の薬物乱用に歯止めを！！
② 聴覚補助器等への積極的な活用への支援について
③ 子宮頸がんを防ぐワクチン無料期間の延長について

○ 職員研修等について

○ 垂井町の水道水について

○ 水道料金の見直しについて

① こども園の３歳未満児の保育料と給食費の無償化を早期に
　 実現を！
② 加齢性難聴対策と補聴器購入費助成を！
③ 国民皆保険制度を守るため現行保険証の存続を！

○ 町税収の今後予測について

○ 学校給食費無償化事業について

○ 垂井町のすべての人が幸せを感じていただける町に

内　　　　　　容

渡辺　保彦

小宅　宏

富田　栄次

水野　忠宗

中村　ひとみ

中川　泰一

江上　裕子

8たるい議会だより2025.２

問
　
発
達
の
個
性
を
持
っ
た

方
が
生
き
や
す
く
な
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
「
垂
井
町

社
会
福
祉
事
業
所
け
や
き
の

家
」
を
設
置
し
、
指
定
管
理

者
に
垂
井
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
し
て
い
る
。
生
活

介
護
事
業
及
び
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
を
実
施
し
、
創

作
的
活
動
や
生
産
活
動
等
の

機
会
を
提
供
し
、
必
要
な
支

援
や
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
ノ
ー
ト

「
す
く
す
く
」
を
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
提
供
し
て
お
り
、

ご
本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

成
長
の
過
程
、
相
談
内
容
や

支
援
の
経
過
等
を
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
移
り
変
わ
り
の
際

に
新
た
な
支
援
者
や
関
係
者

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
垂
井
町
障
が
い
者

計
画
等
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
の
に
加
え
て
、
策
定

懇
話
会
を
開
催
し
構
成
員
か

ら
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
次

期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

計
画
と
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ

回
答
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
。
当
事
者
及
び
支

援
者
の
方
か
ら
よ
り
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
次
期
計

画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
他
市
町
と
の
連
携
も
大

切
で
あ
る
。
不
破
郡
と
し
て

関
ケ
原
町
と
の
連
携
は
。

町
長
　
一
緒
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
検
討
を
加
え
、
不

破
郡
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
取
組
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
栗
原
水
源
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
６
ナ
ノ

グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
検
出
さ

れ
た
が
町
と
し
て
の
考
え
は
。

今
後
の
見
込
み
は
。

上
下
水
道
課
長
　
国
の
暫
定

目
標
値
で
あ
る
50
ナ
ノ
グ
ラ

ム
毎
リ
ッ
ト
ル
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
今
後
の
見
込

み
と
し
て
も
、
検
査
数
値
に

大
き
な
変
化
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
栗
原
地
内
に
お
け
る
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ

る
土
壌
・
地
下
水
汚
染
に
伴

う
栗
原
水
源
へ
の
影
響
と
現

状
は
。

上
下
水
道
課
長
　
毎
年
継
続

し
て
栗
原
水
源
地
の
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も

基
準
値
で
あ
る
０
．
０
１
ミ

リ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
以
下

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
源
へ

の
影
響
は
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

問
　
垂
井
町
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
汚
染
源
は
。

ま
た
近
隣
の
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
水
源
が
深

層
地
下
水
で
あ
る
た
め
、
汚

染
源
の
特
定
は
難
し
い
。
ま

た
、
近
隣
水
源
の
状
況
は
、

定
量
下
限
値
で
あ
る
５
ナ
ノ

グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
未
満
で

あ
る
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
が
不
検
出
と
な
る
た
め
の

対
応
策
は
。

上
下
水
道
課
長
　
国
の
規
制

状
況
と
し
て
、
第
一
種
特
定

化
学
物
質
に
指
定
さ
れ
、
製

造
、
輸
入
等
も
原
則
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
環
境
省
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
も
、
一
般
環
境

中
の
濃
度
は
減
少
傾
向
で
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
継

続
的
な
水
質
検
査
に
よ
る
監

視
と
栗
原
給
水
区
域
を
相
川

右
岸
低
区
給
水
区
域
へ
施
設

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水

源
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
人
体
に
蓄
積
さ
れ
た
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
健

康
へ
の
影
響
は
。

上
下
水
道
課
長
　
現
時
点
で
、

国
の
暫
定
目
標
値
で
あ
る
50

ナ
ノ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
以

下
で
あ
れ
ば
、
人
の
健
康
に

影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

国
内
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
主
た
る
要

因
と
さ
れ
る
健
康
被
害
が
発

生
し
た
と
い
う
事
例
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
国
等
に
よ
る
最
新
の
科
学

的
知
見
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
た
い
。

の
方
へ
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共

有
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
一

貫
し
た
支
援
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
西
濃
圏
域
に
よ
る
障
害
者

相
談
支
援
事
業
の
委
託
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
の
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

問
　
多
様
な
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
養
老
町
、

関
ケ
原
町
、
垂
井
町
の
３
町

で
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
を
開
催
し
て
お
り
、
関
係

機
関
の
事
例
共
有
や
地
域
の

現
状
、
課
題
等
の
情
報
共
有

及
び
困
難
事
例
の
検
討
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
協
議
を

問 垂井町の水道水について

答 継続的な水質検査を行い、
最新の科学的知見等を注視していく

水野 忠宗議員

YouTubeは
こちらから

問
垂
井
町
の
す
べ
て
の
人
が

幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
町
に

様
々
な
手
法
に
よ
り
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
き
各
事
業
を
進
め
て
い
く

答

江上 裕子議員

YouTubeは
こちらから

9 たるい議会だより 2025.２



問
　
発
達
の
個
性
を
持
っ
た

方
が
生
き
や
す
く
な
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
「
垂
井
町

社
会
福
祉
事
業
所
け
や
き
の

家
」
を
設
置
し
、
指
定
管
理

者
に
垂
井
町
社
会
福
祉
協
議

会
を
指
定
し
て
い
る
。
生
活

介
護
事
業
及
び
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
を
実
施
し
、
創

作
的
活
動
や
生
産
活
動
等
の

機
会
を
提
供
し
、
必
要
な
支

援
や
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
ノ
ー
ト

「
す
く
す
く
」
を
支
援
ツ
ー

ル
と
し
て
提
供
し
て
お
り
、

ご
本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

成
長
の
過
程
、
相
談
内
容
や

支
援
の
経
過
等
を
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
移
り
変
わ
り
の
際

に
新
た
な
支
援
者
や
関
係
者

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
垂
井
町
障
が
い
者

計
画
等
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
の
に
加
え
て
、
策
定

懇
話
会
を
開
催
し
構
成
員
か

ら
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
次

期
計
画
の
策
定
に
向
け
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

計
画
と
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ

回
答
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
。
当
事
者
及
び
支

援
者
の
方
か
ら
よ
り
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
、
次
期
計

画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
他
市
町
と
の
連
携
も
大

切
で
あ
る
。
不
破
郡
と
し
て

関
ケ
原
町
と
の
連
携
は
。

町
長
　
一
緒
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
検
討
を
加
え
、
不

破
郡
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
取
組
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
栗
原
水
源
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
６
ナ
ノ

グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
検
出
さ

れ
た
が
町
と
し
て
の
考
え
は
。

今
後
の
見
込
み
は
。

上
下
水
道
課
長
　
国
の
暫
定

目
標
値
で
あ
る
50
ナ
ノ
グ
ラ

ム
毎
リ
ッ
ト
ル
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
今
後
の
見
込

み
と
し
て
も
、
検
査
数
値
に

大
き
な
変
化
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問
　
栗
原
地
内
に
お
け
る
テ

ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
よ

る
土
壌
・
地
下
水
汚
染
に
伴

う
栗
原
水
源
へ
の
影
響
と
現

状
は
。

上
下
水
道
課
長
　
毎
年
継
続

し
て
栗
原
水
源
地
の
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も

基
準
値
で
あ
る
０
．
０
１
ミ

リ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
以
下

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
源
へ

の
影
響
は
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

問
　
垂
井
町
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及

び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
汚
染
源
は
。

ま
た
近
隣
の
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
水
源
が
深

層
地
下
水
で
あ
る
た
め
、
汚

染
源
の
特
定
は
難
し
い
。
ま

た
、
近
隣
水
源
の
状
況
は
、

定
量
下
限
値
で
あ
る
５
ナ
ノ

グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
未
満
で

あ
る
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
が
不
検
出
と
な
る
た
め
の

対
応
策
は
。

上
下
水
道
課
長
　
国
の
規
制

状
況
と
し
て
、
第
一
種
特
定

化
学
物
質
に
指
定
さ
れ
、
製

造
、
輸
入
等
も
原
則
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
環
境
省
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
も
、
一
般
環
境

中
の
濃
度
は
減
少
傾
向
で
あ

る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
継

続
的
な
水
質
検
査
に
よ
る
監

視
と
栗
原
給
水
区
域
を
相
川

右
岸
低
区
給
水
区
域
へ
施
設

統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水

源
の
安
全
確
保
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
人
体
に
蓄
積
さ
れ
た
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
健

康
へ
の
影
響
は
。

上
下
水
道
課
長
　
現
時
点
で
、

国
の
暫
定
目
標
値
で
あ
る
50

ナ
ノ
グ
ラ
ム
毎
リ
ッ
ト
ル
以

下
で
あ
れ
ば
、
人
の
健
康
に

影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

国
内
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
主
た
る
要

因
と
さ
れ
る
健
康
被
害
が
発

生
し
た
と
い
う
事
例
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
国
等
に
よ
る
最
新
の
科
学

的
知
見
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
き
た
い
。

の
方
へ
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共

有
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
一

貫
し
た
支
援
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
西
濃
圏
域
に
よ
る
障
害
者

相
談
支
援
事
業
の
委
託
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
の
相
談

支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

問
　
多
様
な
意
見
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
養
老
町
、

関
ケ
原
町
、
垂
井
町
の
３
町

で
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
を
開
催
し
て
お
り
、
関
係

機
関
の
事
例
共
有
や
地
域
の

現
状
、
課
題
等
の
情
報
共
有

及
び
困
難
事
例
の
検
討
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
協
議
を

問 垂井町の水道水について

答 継続的な水質検査を行い、
最新の科学的知見等を注視していく

水野 忠宗議員

YouTubeは
こちらから

問
垂
井
町
の
す
べ
て
の
人
が

幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
町
に

様
々
な
手
法
に
よ
り
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
き
各
事
業
を
進
め
て
い
く

答

江上 裕子議員

YouTubeは
こちらから
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問
　
本
制
度
を
周
知
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
令
和
４
年

度
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

及
び
定
期
接
種
の
対
象
者
全

て
の
方
へ
予
診
票
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
案
内
、
厚
生
労
働

省
作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

送
っ
た
。
ま
た
、
本
年
７
月

に
未
接
種
者
宛
て
に
接
種
期

限
を
お
知
ら
せ
す
る
は
が
き

を
送
付
し
た
効
果
も
あ
り
、

８
月
、
９
月
に
は
接
種
さ
れ

る
方
が
増
加
し
た
。
今
後
の

問
　
高
齢
者
が
聴
覚
補
助
器

を
適
切
に
選
択
で
き
る
環
境

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
課
長
　
町
が
補
聴

器
を
お
試
し
で
利
用
で
き
る

場
所
を
整
備
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず

は
耳
鼻
咽
喉
科
へ
の
受
診
を

促
す
こ
と
や
、
聞
こ
え
に
不

安
の
あ
る
高
齢
者
の
方
へ
情

報
提
供
、
相
談
対
応
を
よ
り

一
層
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
聴
覚
補
助
器
の
購
入
費

用
の
助
成
制
度
を
創
設
さ
れ

て
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
優
先
度
や
必
要

性
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
少

し
ず
つ
支
援
の
拡
充
を
図
っ

て
い
る
。
難
聴
高
齢
者
の
補

聴
器
購
入
費
の
助
成
制
度
も

含
め
、
引
き
続
き
、
認
知
症

対
策
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ

な
げ
る
た
め
の
高
齢
者
の
支

援
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
周
知
、

広
報
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

自
治
体
説
明
会
の
内
容
及
び

厚
労
省
通
知
を
確
認
し
、
接

種
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
人
口
減
少
に
よ
り
給
水

量
も
減
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

水
道
事
業
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
人
口
減
少

以
上
に
使
用
水
量
が
減
少
し

て
お
り
、
こ
れ
は
節
水
機
器

の
普
及
と
節
水
意
識
の
向
上
、

ま
た
自
宅
で
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
等
を
利
用
さ
れ
る

な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
も
一
因
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
ま
す
ま
す

水
道
水
の
利
用
は
減
少
し
、

利
用
料
金
の
収
入
も
減
少
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
水
道
事

業
経
営
は
厳
し
い
も
の
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
耐
用
年
数
を
超
え
た
配

水
管
の
現
状
と
そ
の
対
策
は
。

上
下
水
道
課
長
　
令
和
５
年

度
末
時
点
に
お
け
る
口
径
50

ミ
リ
以
上
の
水
道
管
の
総
延

長
距
離
は
２
２
１
．
９
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
う
ち
40
年
の

法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た
も

の
は
４
０
．
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
全
体
の
１
８
．
１
％
が

法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
て

い
る
。
今
後
も
法
定
耐
用
年

数
を
超
え
る
水
道
管
は
増
加

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
老
朽

管
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
布

設
年
度
や
材
質
、
漏
水
の
発

生
頻
度
な
ど
に
よ
り
更
新
路

線
を
選
定
し
た
り
、
道
路
改

良
工
事
や
下
水
道
管
布
設
工

事
な
ど
他
の
工
事
に
同
調
さ

せ
、
経
費
削
減
を
図
り
、
引

き
続
き
管
路
更
新
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
最
近
の
漏
水
の
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長
　
配
水
管
や

給
水
管
で
の
漏
水
件
数
は
、

平
成
25
年
度
の
年
間
28
件
に

対
し
、
令
和
５
年
度
で
は
63

件
発
生
し
て
お
り
、
２
．
２

８
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
給

水
管
が
全
体
の
８
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
製
の
一
層
管
の
老
朽
化
に

よ
る
も
の
が
多
い
。

問
　
今
後
の
水
道
料
金
の
方

向
性
は
。

上
下
水
道
課
長
　
今
後
も
給

水
量
の
減
少
に
よ
る
水
道
料

金
収
入
の
減
少
と
近
年
の
物

価
上
昇
、
ま
た
老
朽
施
設
の

更
新
需
要
に
よ
る
事
業
費
の

増
加
も
見
込
ま
れ
、
水
道
事

業
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
水
道
事
業
の
健
全
経

営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

必
要
最
低
限
の
水
道
料
金
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
る
時

期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

●
若
者
層
の
薬
物
乱
用
に
歯

止
め
を
！ そ

の
他
の
質
問

問 水道料金の見直しについて

答 厳しい状況にあり、将来を見据え
しっかりと検討したい

問
子
宮
頸
が
ん
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
無
料

期
間
の
延
長
に
つ
い
て

国
の
説
明
を
踏
ま
え
接
種
体
制
の

確
保
に
努
め
る

答

富田 栄次議員

YouTubeは
こちらから

問 聴覚補助器等への積極的な
活用への支援について

答 優先度や必要性などを見極め
ながら支援の拡充を図る

中村 ひとみ議員

YouTubeは
こちらから
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問
　
食
材
費
が
高
騰
す
る
中

で
、
学
校
給
食
の
質
や
量
を

変
え
ず
に
提
供
す
る
た
め
の

今
後
の
工
夫
や
現
場
の
取
組

は
。

教
育
次
長
　
こ
れ
ま
で
同
様

の
栄
養
が
摂
取
で
き
、
安
価

で
手
に
入
る
食
材
の
選
定
や
、

安
価
で
手
に
入
り
や
す
い
旬

の
も
の
を
食
材
と
し
た
献
立

づ
く
り
、
他
の
自
治
体
の
管

理
栄
養
士
か
ら
食
材
原
価
を

抑
え
る
献
立
の
聞
き
取
り
、

ま
た
単
価
の
高
い
個
包
装
の

デ
ザ
ー
ト
の
提
供
を
取
り
や

め
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
や
大

豆
の
き
な
粉
あ
え
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
給
食
へ
の
変

更
な
ど
、
栄
養
素
の
基
準
の

範
囲
内
で
お
い
し
く
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
給
食
の
提
供

方
に
は
、
毎
月
開
催
す
る
食

材
選
定
委
員
会
に
お
い
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
代
表
の
方
か
ら
学
校

給
食
に
対
す
る
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
一
部
の
学
校

で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
に
よ

る
給
食
試
食
会
を
再
開
し
、

栄
養
教
諭
に
よ
り
子
ど
も
の

栄
養
面
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
と
と
も
に
、
学
校
給
食

に
つ
い
て
話
を
伺
う
な
ど
、

今
後
の
学
校
給
食
の
提
供
に

つ
い
て
の
参
考
に
し
て
い
る
。

問
　
学
校
給
食
費
無
償
化
を

今
後
も
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
は
。

町
長
　
子
育
て
フ
ァ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
に
取
り
組
む
町
と
し

て
、
将
来
の
子
育
て
世
代
と

な
る
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、

給
食
費
の
無
償
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
P
R
し

て
き
た
。
移
住
定
住
促
進
住

宅
支
援
補
助
金
な
ど
の
申
請

件
数
増
加
も
一
つ
の
効
果
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
今
後
に
向
け
て
将
来
人

口
を
想
定
し
た
町
税
収
入
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
れ

る
か
。

税
務
課
長
　
多
様
な
要
因
が

課
税
状
況
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
併
せ
て
今

後
想
定
さ
れ
る
雇
用
や
生
活

ス
タ
イ
ル
に
大
き
く
変
化
を

も
た
ら
す
税
制
改
正
等
の
動

向
に
も
十
分
注
視
し
な
が
ら
、

将
来
展
望
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
町
税
収
入
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
検
証
に
努
め
る
。

問
　
関
係
課
と
連
携
は
取
っ

て
い
る
か
。

税
務
課
長
　
総
務
課
に
お
い

て
将
来
の
財
政
収
支
の
見
通

し
の
観
点
か
ら
、
財
政
運
営

上
の
課
題
を
検
証
し
、
財
政

の
健
全
性
と
安
定
性
を
確
保

す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
カ

年
を
見
通
し
た
中
期
財
政
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
期
財
政
計
画
の
策
定
時
に

お
い
て
は
、
総
務
課
と
税
務

課
が
お
互
い
に
情
報
共
有
を

図
り
、
町
税
収
入
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
反
映
さ
せ
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

総
務
課
長
　
中
期
財
政
計
画

は
令
和
６
年
度
が
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
た
め
、
次
期

計
画
策
定
に
向
け
、
現
在
、

調
査
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

町
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い

て
は
、
調
査
の
過
程
で
税
務

課
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
毎
年
、

企
画
調
整
課
が
主
体
と
な
り
、

担
当
所
管
へ
の
主
要
事
務
事

業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
、
第
６
次
総
合
計
画
で

も
示
し
て
い
る
優
先
度
を
考

慮
し
た
事
務
事
業
の
選
択
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
未
来
に
託
す
持
続
可
能

な
垂
井
町
を
町
長
は
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
か
。

町
長
　
人
口
が
減
少
し
て
も
、

高
齢
者
を
は
じ
め
各
世
代
が

活
躍
す
る
町
、
幸
福
度
の
高

い
町
を
実
現
す
る
た
め
に
、

人
口
規
模
と
財
政
状
況
に
適

合
し
た
行
財
政
運
営
を
行
い
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
垂
井

町
と
し
て
ど
の
施
策
を
選
択

し
て
い
く
の
か
、
第
６
次
総

合
計
画
で
掲
げ
る
重
点
戦
略

を
念
頭
に
置
き
、
垂
井
町
の

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
、
こ
の
す
ば
ら

し
い
垂
井
町
を
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い

く
。
そ
し
て
10
年
後
、
20
年

後
も
町
民
の
み
な
さ
ん
が
垂

井
町
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
町
の
課
題
か
ら
目
を

そ
ら
さ
ず
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
課
題
を
先
送
り
し
な
い
。

こ
れ
こ
そ
が
究
極
の
子
育
て

フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

が
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

は
１
人
当
た
り
の
給
食
費
の

月
額
に
つ
い
て
令
和
４
年
度

以
来
の
見
直
し
を
行
い
、
小

学
校
で
は
４
，
５
０
０
円
か

ら
５
，
０
０
０
円
に
、
中
学

校
で
は
５
，
０
０
０
円
か
ら

５
，
５
０
０
円
へ
と
増
額
さ

せ
、
安
定
し
た
給
食
の
提
供

に
努
め
て
い
る
。

問
　
保
護
者
や
児
童
・
生
徒

へ
学
校
給
食
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
を

実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
毎
年
学
校
を
選

定
し
、
給
食
の
残
量
調
査
と

合
わ
せ
て
、
学
校
給
食
に
つ

い
て
の
意
見
を
児
童
・
生
徒

か
ら
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の

問 町税収の今後予測について

答 町の課題から目をそらさず
持続可能なまちづくりを目指す

藤墳 理議員

YouTubeは
こちらから

問
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
に
つ
い
て

工
夫
を
凝
ら
し
、

お
い
し
く
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

給
食
の
提
供
を
継
続
す
る

答

中川 泰一議員

YouTubeは
こちらから
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問
　
食
材
費
が
高
騰
す
る
中

で
、
学
校
給
食
の
質
や
量
を

変
え
ず
に
提
供
す
る
た
め
の

今
後
の
工
夫
や
現
場
の
取
組

は
。

教
育
次
長
　
こ
れ
ま
で
同
様

の
栄
養
が
摂
取
で
き
、
安
価

で
手
に
入
る
食
材
の
選
定
や
、

安
価
で
手
に
入
り
や
す
い
旬

の
も
の
を
食
材
と
し
た
献
立

づ
く
り
、
他
の
自
治
体
の
管

理
栄
養
士
か
ら
食
材
原
価
を

抑
え
る
献
立
の
聞
き
取
り
、

ま
た
単
価
の
高
い
個
包
装
の

デ
ザ
ー
ト
の
提
供
を
取
り
や

め
、
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
や
大

豆
の
き
な
粉
あ
え
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
給
食
へ
の
変

更
な
ど
、
栄
養
素
の
基
準
の

範
囲
内
で
お
い
し
く
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
給
食
の
提
供

方
に
は
、
毎
月
開
催
す
る
食

材
選
定
委
員
会
に
お
い
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
代
表
の
方
か
ら
学
校

給
食
に
対
す
る
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
一
部
の
学
校

で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
参
加
に
よ

る
給
食
試
食
会
を
再
開
し
、

栄
養
教
諭
に
よ
り
子
ど
も
の

栄
養
面
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
と
と
も
に
、
学
校
給
食

に
つ
い
て
話
を
伺
う
な
ど
、

今
後
の
学
校
給
食
の
提
供
に

つ
い
て
の
参
考
に
し
て
い
る
。

問
　
学
校
給
食
費
無
償
化
を

今
後
も
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
は
。

町
長
　
子
育
て
フ
ァ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
に
取
り
組
む
町
と
し

て
、
将
来
の
子
育
て
世
代
と

な
る
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、

給
食
費
の
無
償
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
P
R
し

て
き
た
。
移
住
定
住
促
進
住

宅
支
援
補
助
金
な
ど
の
申
請

件
数
増
加
も
一
つ
の
効
果
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
今
後
に
向
け
て
将
来
人

口
を
想
定
し
た
町
税
収
入
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
れ

る
か
。

税
務
課
長
　
多
様
な
要
因
が

課
税
状
況
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
併
せ
て
今

後
想
定
さ
れ
る
雇
用
や
生
活

ス
タ
イ
ル
に
大
き
く
変
化
を

も
た
ら
す
税
制
改
正
等
の
動

向
に
も
十
分
注
視
し
な
が
ら
、

将
来
展
望
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
町
税
収
入
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
検
証
に
努
め
る
。

問
　
関
係
課
と
連
携
は
取
っ

て
い
る
か
。

税
務
課
長
　
総
務
課
に
お
い

て
将
来
の
財
政
収
支
の
見
通

し
の
観
点
か
ら
、
財
政
運
営

上
の
課
題
を
検
証
し
、
財
政

の
健
全
性
と
安
定
性
を
確
保

す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
カ

年
を
見
通
し
た
中
期
財
政
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
期
財
政
計
画
の
策
定
時
に

お
い
て
は
、
総
務
課
と
税
務

課
が
お
互
い
に
情
報
共
有
を

図
り
、
町
税
収
入
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
反
映
さ
せ
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

総
務
課
長
　
中
期
財
政
計
画

は
令
和
６
年
度
が
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
た
め
、
次
期

計
画
策
定
に
向
け
、
現
在
、

調
査
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

町
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い

て
は
、
調
査
の
過
程
で
税
務

課
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
毎
年
、

企
画
調
整
課
が
主
体
と
な
り
、

担
当
所
管
へ
の
主
要
事
務
事

業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

お
り
、
第
６
次
総
合
計
画
で

も
示
し
て
い
る
優
先
度
を
考

慮
し
た
事
務
事
業
の
選
択
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
未
来
に
託
す
持
続
可
能

な
垂
井
町
を
町
長
は
ど
の
よ

う
に
描
い
て
い
る
か
。

町
長
　
人
口
が
減
少
し
て
も
、

高
齢
者
を
は
じ
め
各
世
代
が

活
躍
す
る
町
、
幸
福
度
の
高

い
町
を
実
現
す
る
た
め
に
、

人
口
規
模
と
財
政
状
況
に
適

合
し
た
行
財
政
運
営
を
行
い
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
垂
井

町
と
し
て
ど
の
施
策
を
選
択

し
て
い
く
の
か
、
第
６
次
総

合
計
画
で
掲
げ
る
重
点
戦
略

を
念
頭
に
置
き
、
垂
井
町
の

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
、
こ
の
す
ば
ら

し
い
垂
井
町
を
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い

く
。
そ
し
て
10
年
後
、
20
年

後
も
町
民
の
み
な
さ
ん
が
垂

井
町
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
町
の
課
題
か
ら
目
を

そ
ら
さ
ず
未
来
の
子
ど
も
た

ち
に
課
題
を
先
送
り
し
な
い
。

こ
れ
こ
そ
が
究
極
の
子
育
て

フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

が
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

は
１
人
当
た
り
の
給
食
費
の

月
額
に
つ
い
て
令
和
４
年
度

以
来
の
見
直
し
を
行
い
、
小

学
校
で
は
４
，
５
０
０
円
か

ら
５
，
０
０
０
円
に
、
中
学

校
で
は
５
，
０
０
０
円
か
ら

５
，
５
０
０
円
へ
と
増
額
さ

せ
、
安
定
し
た
給
食
の
提
供

に
努
め
て
い
る
。

問
　
保
護
者
や
児
童
・
生
徒

へ
学
校
給
食
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
を

実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
毎
年
学
校
を
選

定
し
、
給
食
の
残
量
調
査
と

合
わ
せ
て
、
学
校
給
食
に
つ

い
て
の
意
見
を
児
童
・
生
徒

か
ら
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の

問 町税収の今後予測について

答 町の課題から目をそらさず
持続可能なまちづくりを目指す

藤墳 理議員

YouTubeは
こちらから

問
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
に
つ
い
て

工
夫
を
凝
ら
し
、

お
い
し
く
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

給
食
の
提
供
を
継
続
す
る

答

中川 泰一議員

YouTubeは
こちらから
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問
　
経
験
年
数
、
役
職
、
職

務
に
応
じ
た
研
修
は
行
っ
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
県
市
町
村
振
興

協
会
の
市
町
村
研
修
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
実
施
す
る
研
修

を
受
講
し
て
お
り
、
新
規
採

用
職
員
研
修
を
は
じ
め
、
主

事
級
職
員
は
３
年
目
か
ら
５

年
目
研
修
を
、
主
任
級
及
び

主
査
級
職
員
は
中
堅
職
員
研

修
を
、
そ
の
他
係
長
級
、
課

長
補
佐
級
、
課
長
級
の
職
員

は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
ご
と
の

研
修
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
能
力

が
身
に
つ
く
よ
う
な
取
組
を

進
め
て
い
る
。

問 

計
画
的
な
人
材
育
成
や

職
場
の
活
性
化
の
た
め
の
方

針
や
計
画
等
は
作
成
さ
れ
て

い
る
か
。

総
務
課
長
　
本
町
で
は
平
成

19
年
２
月
に
垂
井
町
人
材
育

成
基
本
方
針
を
、
ま
た
平
成

25
年
２
月
に
垂
井
町
職
員
研

修
指
針
を
策
定
し
、
計
画
的

に
研
修
を
進
め
る
よ
う
努
め

て
い
る
。
い
ず
れ
の
計
画
も

策
定
後
10
年
以
上
を
経
過
し

て
い
る
た
め
、
見
直
し
の
必

要
性
も
含
め
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
職
場
内
で
の
調
整
や
課

内
打
合
せ
の
実
施
方
法
は
。

総
務
課
長
　
毎
月
２
回
、
定

例
の
課
長
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。
各
課
に
お
い
て
は
、

主
に
係
長
以
上
の
職
員
や
所

管
の
施
設
長
を
対
象
に
課
内

の
打
合
せ
を
実
施
し
、
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
お
り
、
課

内
の
行
事
の
調
整
、
事
業
や

懸
案
事
項
に
関
す
る
報
告
、

連
絡
、
相
談
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

問
　
職
員
の
健
康
診
断
の
実

施
方
法
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
相
談
窓
口
の
設
置
状
況
は
。

総
務
課
長
　
職
員
の
健
康
診

断
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
性

別
、
年
齢
に
応
じ
た
健
康
診

断
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

は
、
毎
年
職
員
へ
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
お

り
、
高
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た

職
員
に
は
、
産
業
医
と
の
面

談
を
薦
め
て
い
る
。
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
相
談
窓

口
は
、
総
務
課
人
事
係
が
担

当
し
て
い
る
。

問
　
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
内
部
通
報
窓
口
の
設

置
状
況
は
。

総
務
課
長
　
令
和
３
年
に
職

員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

等
に
関
す
る
規
程
を
策
定
し
、

相
談
の
申
出
な
ど
の
窓
口
を

総
務
課
に
置
い
て
い
る
。

問
　
令
和
５
年
６
月
定
例
会

で
「
実
施
予
定
時
期
に
つ
い

て
は
私
の
２
期
目
の
在
任
期

間
の
中
で
し
か
る
べ
き
時
期

に
着
手
し
て
い
き
た
い
」
と

答
弁
さ
れ
た
が
、
現
在
の
考

え
は
。

子
育
て
推
進
課
長
　
単
年
度

で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、

毎
年
度
継
続
し
て
支
出
が
伴

う
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の

財
源
も
継
続
的
に
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
実
施
時
期

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
町
全

体
の
事
業
、
施
策
を
見
据
え

な
が
ら
慎
重
に
着
手
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
認
知
症
の
大
き
な
原
因

の
一
つ
と
言
わ
れ
る
加
齢
性

難
聴
に
対
す
る
取
組
が
重
要

と
考
え
る
た
め
、
補
聴
器
の

購
入
費
の
助
成
制
度
を
導
入

し
て
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
聞
こ
え
に

不
安
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
受
診
へ
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
よ
り
一
層
情
報
提

供
や
普
及
啓
発
活
動
な
ど
に

取
り
組
み
、
早
期
発
見
、
早

期
介
入
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
優
先
度
や

必
要
性
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
難
聴
高
齢
者
の
補
聴
器

購
入
の
助
成
制
度
も
含
め
、

引
き
続
き
認
知
症
対
策
や
フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
げ
る
た

め
の
高
齢
者
へ
の
支
援
施
策

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

●
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る

た
め
現
行
保
険
証
の
存
続

を
！

そ
の
他
の
質
問

問
職
員
研
修
等
に
つ
い
て

役
職
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
役
割
や

能
力
が
身
に
つ
く
よ
う
な
取
組
を

進
め
て
い
る

答

問
加
齢
性
難
聴
対
策
と
補
聴
器
購
入
費

助
成
を
！

優
先
度
や
必
要
性
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
、
高
齢
者
へ
の
支
援
施
策
の

充
実
に
努
め
る

答

渡辺 保彦議員

YouTubeは
こちらから

問 こども園の３歳未満児の保育料と
給食費の無償化を早期に実現を！

答 町全体の事業、施策を見据えながら
慎重に着手する

小宅 宏議員

YouTubeは
こちらから
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審議議案と議員の賛否12月定例会
上程議案・概要　賛成：○　反対：×
　　　　　　　　※「－」は議長のため採決に加わらない
　　　　　　　　※「欠」は欠席のため採決に加わらない

結

果

江
上
　
裕
子

中
川
　
泰
一

水
野
　
忠
宗

渡
辺
　
保
彦

小
宅
　
　
宏

鈴
木
　
準
二

山
田
　
成
利

広
瀬
　
隆
博

乾
　
　
　
豊

若
山
　
隆
史

藤
墳
　
　
理

中
村
ひ
と
み

富
田
　
栄
次

全員賛成
で可決

条例

その他

予算

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

全員賛成
で可決

垂井町税賦課徴収条例の一部改正について
　地方税法等の一部を改正する法律の公布に伴い、所要の改正を行うもの。

　人事院勧告に伴う国の対応に準じ、期末手当の引上げを行うため、所要の改正を行うもの。

　人事院勧告に伴う国の対応に準じ、期末手当の引上げを行うため、所要の改正を行うもの。

　１億6,278万６千円を追加し、予算総額を106億1,833万７千円とするもの。

垂井町ポイ捨て等防止条例の一部改正について

垂井町議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正について

垂井町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について

垂井町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準を定める
条例の一部改正について

　条例で定める環境美化推進の日（毎年５月30日をごみゼロの日、８月の第１日曜日を垂
井町統一自然環境美化デーとする規定）を規則委任し、気候及び諸行事等の実情に合わせ
て実施時期を見直すため、所要の改正を行うもの。

小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材の取得について
　平成27年度に小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材を取得したことについて、議
会の追認議決を求めるもの。
　契約相手方：株式会社　青原堂　契約金額：2,659万3,141円
小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材の取得について
　平成28年度に小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材を取得したことについて、議
会の追認議決を求めるもの。
　契約相手方：株式会社　青原堂　　契約金額：898万3,198円
中学校教師用教科書、指導書及び指導用教材の取得について
　平成28年度に中学校教師用教科書、指導書及び指導用教材を取得したことについて、議
会の追認議決を求めるもの。
　契約相手方：株式会社　青原堂　　契約金額：1,528万7,238円
小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材の取得について
　令和２年度に小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材を取得したことについて、議
会の追認議決を求めるもの。
　契約相手方：株式会社　青原堂　　契約金額：2,349万2,068円
中学校教師用教科書、指導書及び指導用教材の取得について
　令和３年度に中学校教師用教科書、指導書及び指導用教材を取得したことについて、議
会の追認議決を求めるもの。
　契約相手方：株式会社　青原堂　　契約金額：1,164万9,941円
小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材の取得について
　令和６年度に小学校教師用教科書、指導書及び指導用教材を取得したことについて、議
会の追認議決を求めるもの。
　契約相手方：株式会社　青原堂　　契約金額：2,389万9,743円

　水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理
者の資格要件について、所要の改正を行うもの。

垂井町職員の給与に関する条例及び垂井町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
　人事院勧告に伴う国の対応に準じ、給料表、期末手当及び勤勉手当等の引上げを行うた
め、所要の改正を行うもの。

専決処分の承認について
　第50回衆議院議員総選挙及び第26回最高裁判所裁判官国民審査の選挙事務に係る一般会
計補正予算について、専決処分したため議会に報告し、承認を求めるもの。
証明書の交付等に関する事務の相互委託の廃止に関する協議について
　岐阜市外18市町との証明書の相互発行について令和７年３月31日をもって終了するた
め、岐阜市外18市町との間の証明書の交付等の事務委託に関する規約を廃止するもの。

令和６年度垂井町一般会計補正予算（第５号）

　1,100万円を追加し、予算総額を28億41万円とするもの。
令和６年度垂井町介護保険特別会計補正予算（第３号）

　3,536万１千円を追加し、予算総額を106億5,369万８千円とするもの。
令和６年度垂井町一般会計補正予算（第６号）

　22万９千円を追加し、予算総額を27億1,465万２千円とするもの。
令和６年度垂井町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

　道路法第８条第２項の規定により、町道１路線を認定するもの。
町道路線の認定について

　亀山桂子委員の任期満了に伴い、同氏を適任と認め再任するもの。
教育委員会委員の任命について

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ － ○ ○ ○
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　国史跡指定に向けて菩提山城跡の発掘調査を
実施したところ、山頂の主郭部から建物の柱を
支える礎石が10基発見されたため、12月12日
、菩提山城跡の現地見学を行い、学芸員から説
明を受けました。

　１月10日、鈴木議員が逝去されました。77歳。
　これまで地域や本町発展のため、さまざまな
形で貢献を重ねられ、令和５年４月に町議会議
員に初当選されて以降も、優れた識見で地方自
治の進展に尽力してこられました。
　謹んでご冥福をお祈りします。

 令和７年が幕を開けてから１カ月が経過しま
した。本年も町民の皆様の声を反映させた政策
提案をはじめ、真摯な議論を重ねて諸課題の解
決に全力を尽くしてまいります。

広報研究会一同

３月定例会の予定
３月４日（火）
　　18日（火）
　　21日（金）

議案の提案説明など
一般質問
議案の審議・議決

５日（火）

６日（水）～
８日（金）

９日（土）

12日（火）～
13日（水）

15日（金）

17日（日）

22日（金）

23日（土・祝）

27日（水）

30日（土）

地方自治連絡協議会

総務産業建設委員会行政視察研修

町社会福祉大会及びたるいふれあいの
つどい（副議長）

町村議会議長全国大会（議長）

全員協議会

コネクトベース垂井内覧会

郡消防連合演習

町優良勤労者表彰式

栗原ほ場整備事業竣工式典

栗原ほ場整備事業完成整地碑除幕式

議会運営委員会

垂井町展一般の部表彰式（議長）

１日（日）

２日（月）

４日（水）

５日（木）

６日（金）

７日（土）

11日（水）

12日（木）

13日（金）

14日（土）

27日（金）

28日（土）

町一周駅伝大会

コネクトベース垂井落成記念式典

県町村議会議長会　第３回評議員会（議長）

町交通安全対策協議会（議長）

第５回定例会第１日

文教厚生委員会

総務産業建設委員会

町人権フォーラム

第５回定例会第２日

議会運営委員会

全員協議会

菩提山城跡現地見学

第５回定例会第３日

垂井町展少年の部表彰式（議長）

令和６年仕事納め式（議長）

年末特別警戒激励（議長）

５日（日）

６日（月）

12日（日）

28日（火）

町消防出初め式

令和７年仕事始め式（議長）

町二十歳を祝う会

養老町議会・垂井町議会　議員研修交流会

11月

12月

１月

菩提山城跡 現地見学

編集後記

議会・議長 活動日誌
鈴木準二議員

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
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